
企業の先進的な環境プロジェクトに

参加する学生（第9期生）を募集します。
持続可能な社会を実現するために、パートナー企業・団体から

与えられた環境課題を学生がグループで研究し、

解決策を提案します。

愛知県は「SDGs未来都市」として、
SDGsの普及を推進しています。

2023年度
パートナー企業・団体

（五十音順）

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyo/sustaina-ken.html

研究所の活動イメージは
こちらをご覧ください!

学生×企業

募集締切募集締切

5/265/26金
曜
日

[定員40名]

所属している環境等の団体、
又は参加したことのある環境活動等

応募要件を確認し、全ての要件を満たしています。 確認した

希望以外の企業･団体になることもあります。 確認したチェックを入れてください

チェックを入れてください

［問合せ･申込先］かがやけ☆あいちサスティナ研究所事務局（株式会社新東通信内）
052-962-5223（土日祝日除く  10:00～17:00）〒460-0002 名古屋市中区丸の内3-16-29 4F kankyo@shinto-tsushin.co.jpTEL Mail

※記入事項は、本事業関連の連絡等以外の用途には使用しません。

課題の解決策

課題の解決策

課題の解決策

あなたが参加したい
企業・団体名と、
あなたが今考える
課題の解決策を
それぞれ第3希望まで
記入してください。

実践している環境活動や
SDGsについて意識している
ことを含め、本研究所の
志望動機を記入してください。
また、自身のモットーや
意気込み等を自由に
記入してください。

志望動機

連絡先

氏　名

ふりがな

学校名
学　年

生年月日

性　　別

学部･学科
･専攻

大学
大学院　　　年

西暦　　　　年　　　 月　　　 日
年齢：　　　 歳

住所：

TEL：
E-mail：

※メールアドレス等の記載に際しては、「1」と「7」と「l」、「n」と「u」、「o（オー）」と「0(ゼロ)」など、判別しにくい文字には十分ご注意ください。

携帯：

エントリーシート

締切：5月26日（金）

第1希望：企業・団体名

第2希望：企業・団体名

第3希望：企業・団体名



以下のいずれかからエントリーシートを入手し、必要事項を記入した上でメール･郵送のいずれかで申し込んでください。

応募方法 ①本紙裏面
②右記のリンク先・二次元コードからダウンロード

［応募締切］ 2023年5月26日（金）※当日必着

選考結果につきましては、6月2日(金) までに電話又はメールにてご連絡します。

日程（予定）

・ 研究成果のプレゼンテーション

・ 県内の大学等で研究成果を発表

・ 研究成果のブラッシュアップ

・ パートナー企業・団体の課題に対する現場調査
・ 企業・団体担当者、ファシリテーターとグループワーク

・ 研究員、パートナー企業・団体、ファシリテーターの全員で顔合わせ
・ 研究所の内容説明
・ 知事から激励コメント
・ パートナー企業・団体から課題の内容説明

・ 課題研究のスタートに向けた基礎講座

・ 課題研究後の振り返り及び企画考案

成果発表会・修了式
［県内］

出張成果発表［県内］

中間発表会［名古屋市内］

チームミーティング
［県内］

オリエンテーション／開所式
［県庁］

基礎講座
［名古屋市内］

企業･団体の課題研究
［各パートナー企業･団体］

12月中旬

10月下旬

7月2日（日）
9日（日）

12月～2月

8月～12月
（5回程度）

8月～11月
（4回）

6月25日（日）

　未来のあいちの担い手となる学生が、グローバルな視点を持って継続的にエコアクションを実施する
ことができるよう、愛知県が立ち上げたプロジェクトです。パートナー企業・団体から提示された環境
課題に対し、研究員である学生が現場での調査や企業・団体担当者とのディスカッションを経て、解決
策を企業･団体側に提案し、その成果を広くPRします。

研究所公式
ブログ

イベント
大学等での発表

応募要件
（①～③全てを満たす者）

募集定員

①次のいずれかに該当すること。
　・県内の大学（短期大学、大学院を含む）に在籍していること
　・県内に在住し、かつ大学（短期大学、大学院を含む）に在籍していること
②環境活動を実践し、又は環境問題の解決やSDGsの達成に意欲・関心があること。
③原則、全ての日程に参加できること。

参加費 ※本プログラムにかかる交通費相当額を後日支給。交通費以外の経費（昼食代等）は参加者の負担になります。

※各パートナー企業・団体につき、1チーム5名で課題に取り組みます。

https://www.pref.aichi.jp/
soshiki/kankyo/sustaina-ken.html

パートナー企業・団体の環境課題

無料

40名

とは

未来の
あいちを担う

パートナー企業・団体

環境配慮型製品の普及を促進し、
サステナブルな社会に貢献するためのPR戦略を検討せよ

株式会社マキタ
課題

マキタでは、排ガスゼロ・使用時燃料ゼロの環境配慮型製品（バッテリ式
草刈機等）の製造・販売を通じて、サステナブルな社会への貢献を目指しています。
しかし、環境配慮型製品の普及に当たっては、価格面や利便性の面での
ハードルが高いことが多く、普及率が伸び悩むという現状があります。そこで、
環境配慮型製品の普及を促進するための新たなPR戦略を検討します。

西尾信用金庫は今年で創立110周年を迎える県内で最も歴史のある信用
金庫です。SDGsが掲げる「持続可能な社会の実現」は、地域と共存する
信用金庫の命題であり、地域の皆様と共に取り組むことが重要と考えます。
そこで、当庫の「にししんアプリ」を軸にSNSも活用した、誰もが手軽に
エコ活動を始められる新たな企画を検討します。

西尾信用金庫
課題

にししんアプリやSNSを活用した
家庭や地域でのエコ活動を企画せよ

株式会社加藤建設
課題

建設業が「SDGsに貢献できる憧れの職業No.1」に
なるための企画を検討せよ

安心・安全な生活のためのインフラ整備等を担ったり、自然環境に最も近い場所で
仕事をしたりと、建設業はSDGsと密接に関連する業種です。社会貢献により
業界に新たな人材を呼び込み、その人材がより良い取組を生み出す好循環を
目指しています。そこで、学生の目線で、建設業の魅力と価値を再発掘し、
建設業がサステナブルな社会の実現に貢献するための企画を検討します。

バローグループは“サステナビリティ・ビジョン２０３０”を掲げ、持続可能な
社会の実現に向けた全員運動を展開しています。スーパーマーケット事業を
中核とした当社では、重点課題である「フードロス削減」での地域社会貢献は
重要な使命です。そこで、将来を担う子どもの具体的な実践につながる
メディア・SNS等を通した発信、教材作成等を検討します。

フードロス削減に向けて
子どもと取り組めるプログラムを提案せよ

株式会社バローホールディングス
課題

上記に加え、環境やSDGsに関するイベントへの参加を予定しています。

株式会社アルペン
課題

スポーツを未来につなげるために、
スポーツ小売にできる新たなアクションを検討せよ

アルペングループでは「スポーツが溢れる未来」を実現するため、自然
環境を守り、スポーツ愛好家を育む活動に取り組んでいます。小売業
だからこそたくさんの人 と々共に行動し、スポーツの力で未来を変えていけると
信じています。そこで、スポーツを愛するたくさんの人々と共に、楽しみながら
継続できるスポーツ小売ならではの新たなアクションを検討します。

株式会社ウッドフレンズ
課題

国産木材の利用を促進し、森林資源をサステナブルに
活用するための情報発信策を企画せよ

ウッドフレンズでは、戸建住宅等での国産木材利用を通じて、森林の価値向上を
目指しています。日本の木材自給率は、近年上昇傾向ですが約40％台と
低く、まだまだ利用を拡大していく必要があります。そこで、国産木材の魅力や、
林業を通じて森林を健全に保つことの大切さ、林業が抱える課題等への
理解を促し、国産木材の利用を促進するための情報発信策を企画します。

サステナブルな社会へ繋げよう！
「みんな参加型のエコシステム」を企画せよ

サステナブルな社会の実現には資源の循環が不可欠ですが、インテリア
業界においては、新しいものを作り、古くなれば廃棄する流れが未だに
多くあります。商品やカタログのリサイクルの仕組みはあるものの、まだまだ
不十分です。そこで、みんながエコな意識を持ち、みんなで取り組める
エコシステムの企画を検討します。

株式会社サンゲツ
課題

健康で豊かな食生活に役立つ
サステナブルな製品・サービスを考案せよ

敷島製パン株式会社
課題

Pascoでは「食糧難の解決が開業の第一の意義であり、事業は社会に
貢献するところがあればこそ発展する」という創業の理念を掲げています。
社会や生活の変化に伴い、健康意識は高まり、食を取り巻く環境も
変化しています。そこで、人々の暮らしに寄り添い、持続可能かつ健康で
豊かな食生活の実現に貢献できる製品やサービスを考えます。


